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記入表2　包装材料チェックリスト
日 付： 20　　年　　月　　日
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail(E-mailがない場合TEL)：                           

申込型式・品番名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■包装材料一覧表
1製品あたりに使用している包装材料の名称、質量、再生材料の使用率を記載して下さい。
	No.
	使用包装材料名
	質量[g]
	再生材料の
使用率

	1
	
	
	　　%

	2
	
	
	　　%

	3
	
	
	　　%

	
	合　　計
	
	


　使用包装材料名の記入例：ダンボール、ポリエチレン、発泡ポリスチレン、パルプモールド
　
■包装材料チェックリスト
以下の要求事項に対して、Must項目を全て実現している場合に、基準に適合すると判断する。Should項目は実現されることが望ましい。
	No.
	要求
	実現
	解説

	1
	減量化・減容化を考慮して設計しているか。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
	

	2
	再生材料の使用(古紙、再生プラスチックなど)を考慮して設計しているか。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
	「考慮」とは包装材料の材料選択・設計段階で再生材料の使用可否を検討していることをいう。

	3
	古紙70%以上、または再生プラスチックを40%以上使用しているか。
	【Should項目】
□はい/□いいえ
	使用包装材料を上記一覧表に記載すること。

	4
	包装材の表面に印字するインクの使用量を低減するように考慮して設計しているか。
	【Should項目】
□はい/□いいえ
	印刷面積を減らすデザイン等の採用により、インキ等の使用削減ができる。

	5
	材料の共通化を図るように設計しているか。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
	自社製品内での材料の共通化や同一製品に使用される包装の材料を統一することが望ましい。

	6
	リサイクル、もしくはリユースしやすい材料の選択を考慮して設計しているか。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
	消費者がリサイクル等にまわしやすい材料を選択することが望ましい。

	7
	異種材料を複合して使用する場合には、材料間の分離が容易なように設計しているか。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
□異種材料の複合使用なし
	ここでいう異種材料とは、金属とプラスチック、紙とプラスチック等を指し、プラスチックの種類による違いではない。

	8
	リサイクル、もしくはリユースしやすいように、法令やJIS規格等による材質表示がされているか。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
	消費者がリサイクル等にまわせるように適切な表示を行う必要がある。日本では容器包装リサイクル法が施行されており、「容器包装識別表示等検討委員会報告書」で識別マークおよび材質表示を表記方法が定められている。法人向けの商品おいても材質表示は必須とするが、材質表示方法については識別マークに関する「無地の容器包装への対応」「表示不可能容器包装への対応」などに準拠して、材質表示を省略することができるものとする。

	9
	包装に使用される材料は、環境影響を及ぼす化学物質の使用回避、削減がされるように材料選択をしているか(ハロゲンを含むポリマー、HCFC(別表2)等の不使用)。
	【Must項目】
□はい/□いいえ
	環境影響を及ぼす化学物質を使用している場合には、リサイクルや廃棄時に問題となる。





